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 自分は憲法９条を改正するべきか、否かについてプレゼンを行いたいと思う。

近年、従来の国家や地域を超えて、民族・宗教間の紛争激化やテロが横行して

いる。そういった問題に対し軍事力を行使し、解決を図ろうとする国々もある。

特に、2003年にアメリカが行った、イラクへの軍事介入は記憶に新しい。最近

では、軍事大国として台頭著しい中国や北朝鮮などの国々が東アジア地域の安

全保障を脅かしている。さらに中東諸国も「アラブの春」で民主化が進む一方、

依然として情勢は混迷を極める。 

 そうした状況下で安倍政権は、従来の憲法９条の解釈を変更し、集団的自衛

権を行使できるようにすることを目指している。また、日本の軍事的役割に対

する世界各国の期待も増しており、「平和憲法」を掲げる日本がそういった期待

にどう応えていくかが議論を呼んでいる。 

 そこで今回自分は、日本国憲法制定の背景、日本国憲法第９条、憲法第９条

擁護派の意見、憲法９条改正派の意見などについて調べて、プレゼンを行いた

いと思う。それらを踏まえた上で、最後にこのトピックに対する自分の立場（改

正すべきか否か）を明確にしたいと思う。 


